
シフト

洗車機・ガラス汚れ
クリーナー

洗浄剤、WAX、水垢や鱗状痕は通常スポンジで拭うぐらいでは落ちません。
最も効果的な除去方法は研磨作業と言われています。

しかし研磨では経費や時間を要し、何よりも素材そのものの寿命を縮める可能性が大きく、
研磨後でも鱗状痕は直ぐに出てきます。

「シフト 洗車機・ガラス汚れクリーナー」は研磨に頼らず液剤をスポンジ、刷毛等で塗り込むことで鱗状痕や水垢を除去します。
研磨作業を行わないので、素材を傷つける事無く汚れを除去します。汚れの状態により希釈も可能です。

また、洗車機・ガラスだけでなく、鏡、浴室、トイレなどさまざまな箇所にも施工可能です。

素材を傷つける事無く 除去!!汚れを
BEFORE AFTER

MADE IN JAPAN

裏面の施工要領に沿って、正しい施工を実施してください。

WAX除去水垢除去簡単作業
研磨不要で
汚れを簡単除去 500mL



● 研磨している素材や車のガラス・サイドミラーには使用しないでください。白化する恐れがあります。
● 本剤は汚れ具合によって原液～3倍まで希釈してご使用頂けます。
● ガラスが高温になっている場合は、水をかけるなど、十分に温度を下げてから作業を行ってください。
● 使用後、シフト モリス5000FSをトップコートすると撥水効果により汚れの付着を防止します。

※必ず、ゴム手袋、ゴーグル、マスクの着用をして下さい。

必 要 材 料

1
STEP

施工箇所表面の汚れをタオル
で水洗いしてください。

一度に大きな面積を作業せず、
30cm四方の範囲で作業するよ
うにしてください。

2
STEP

ガラス汚れクリーナーを含ま
せたスポンジで、液剤を施工
箇所になじませます。

液剤をなじませた後、対象面を
優しく擦るようにして汚れを除去
します。

3
STEP

スポンジ、タオルを使用し、
水でしっかり洗い流します。

汚れ除去具合に応じて作業を
繰り返してください。

4
STEP

ハンドワイパーやタオルで水
切りを行います。

洗い流した後は、すぐに水分を
切ってください。

洗車機・ガラス汚れクリーナー、スポンジ、ウエス、カップ、水切りワイパー、ゴム手袋、ゴーグル、マスク

施　工　要　領

●使用前に使用説明書を入手すること。●すべての安全注意事項を読み理解するまで取り扱わないこと。●換気の良い場所で取り扱う。●接触、吸入又は飲み込
まないこと。●容器はその都度密栓する。●密閉された場所における作業には、充分な局所排気装置を付け、適切な保護具を付けて作業する。●皮膚、粘膜、ま
たは着衣に触れたり、目に入らぬよう適切な保護具を着用する。●取り扱い後は手、顔等を良く洗い、休憩所等に手袋等の汚染保護具を持ち込まない。●取り扱
いは、換気の良い場所で行い、漏洩、あふれ、飛散しないように注意し、みだりに蒸気を発生させない。●水以外のものと混ぜないでください。●高熱のガラスに
は使用しないでください。●車のガラスには使用しないでください。

●皮膚に付着した場合：多量の水と石鹸で洗うこと。●吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休憩させること。●眼に入った場合：水
で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを着用していて外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。●暴露または暴露の懸念がある場合：医
師の診断/手当を受けること。●気分が悪いときは医師に連絡すること。●皮膚刺激または発疹が生じた場合：医師の診断/手当を受けること。●眼の刺激が
続く場合：医師の診断/手当を受けること。●汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。

●火気、熱源から遠ざけて保管する。●日光の直射を避ける。●通風の良いところに保管する。●一般ゴミとして廃棄する場合は都道府県の条例による。希釈
処理をするか、中和剤（アルカリ性）で処理した後排水する。

●飲み込むと有害の恐れ　●皮膚に接触すると有害の恐れ　●軽度の皮膚刺激
●強い眼刺激　　　　　　●吸引すると有害　　　　　　　●水性生物に有害

吸入引用不可

応 急 処 置

使用上の注意

シフト 洗車機・ガラス汚れクリーナー

洗車機やガラスに付着する水垢や鱗状痕の除去

製 品 名
用 途

クエン酸、酢酸、無機リン酸塩、硝酸塩、ギ酸（フッ
素化合物）、フルーツ類、インヒビター、
PEG/POER、温泉成分

成 分 500mL

液体

内 容 量
形 式

危険有害性情報

保管及び廃棄方法

■取り扱い店

〒591-8025 大阪府堺市北区長曽根町46　
アクシスクリエイティブセンター（ACC）4F　
TEL.072-252-3231 FAX.072-252-3310

製造元：株式会社シフト

〒104-0061 東京都中央区銀座2-14-4 銀座スクエア7F
TEL.03-6228-6012 FAX.03-6228-6014

東京営業所

大阪本社


